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『委ねる』から育つ主体性
校長 韮澤 滋一

いよいよ６月、暖かな日が続いています。運動会を１週間後に控え、子どもたちはその準備や練習に

真剣に取り組んでいます。今年度も予定通りに開催できることを願っております。

高学年が練習をしている体育館。表現運動の「よさこい」の練習をしています。どの子も額に汗しなが

ら、一心不乱に踊っています。踊り終わった後に、「こういうところが良くなってきた」「もっとこの部分を･･･」

と呼びかけているのは子どもたちでした。今回の運動会練習では、このように子どもたちが考え、選び、

決めていく場面が多く見られました。

大人が言ってしまう方が的確で早いのかも知れません。しかし、それは踊りの完成度を高めても、子ど

もの主体性を十分に高めることは難しいのかも知れません。「委ねる場面」においては時間はかかります

が、周囲は見守り、子どもの気づきを促すヒントを知らせることが大切です。

東小学校開校１５０周年イベントとして、昨年度から子どもたちは、学校や先生に関わるクイズ、クリス

マスやひな祭りなどのイベント、給食リクエストなど本当にたくさんのイベントを企画・運営してくれました。

私はほんの少し「こうだったらどうする？」と投げかけるだけ。子どもたちは、すぐに修正案を提示し、企画

を磨き上げていきました。今年度も、１５１周年を、東小最後の１年を一緒に過ごす仲間として、みんなが

楽しめる企画を立てています。そして、参加するみんなが温かい雰囲気で、その時間を共有しています。

先日、４年生２人が、「自分たちの担任の先生の特技のギターを、是非みんなに聴いてほしい」と、その

先生をプロデュースしていました。事前にチラシを作って廊下に掲示し、昼の放送で呼びかけ、当日は音

楽室をライブ会場のように設えました。みんなで歌えるようにと３曲分の歌詞を用意し、プロジェクターで映

し出し･･･全て子どもたちが自分で考えて実行したことです。このような企画を１ヶ月ほどかけて準備をして

います。企画が終わると会場を片付け、チラシをはがし、最後までやり遂げました。

３年生３人は、「先生たちのこと、もっとみんなに知ってほしい」と先生クイズを考えました。先生たちに

取材して、タブレットでみんなに見せるためのスライドを工夫を凝らして作りました。クイズの正解者にはプ

レゼントをあげようと、折り紙を使って用意しました。進行原稿も作り、みんなの楽しい時間をつくってくれ

ました。子どもたちの「やってみたい！」は、本当に大きな力を発揮しています。

現在、「みんなの楽しい思い出づくりに」と、学校全体を使ったかくれんぼを高学年が企画中です。スタ

ートは５年生１人の「やってみたい」でしたが、仲間が次第に増え、今では１０人で企画の成功のために準

備中です。また、２年生９人は、「東小学校が最後だから、東小の楽しい思い出やよいところをみんなに書

いてもらいたい」との思いから、メッセージカードを書く取組を形にしています。

こうした「自分から」取り組もうとしたことに、子どもたちは熱中し、自分たちでタイムスケジュールを考

え、作業分担して支え合っています。子どもたちに自律と責任が芽生えてきます。

７日（土）の運動会が晴天のもと実施され、保護者・地域の方々に、子どもたちが自分から取り組む姿

をご覧いただければ幸いです。
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『明るく伸びる子』
○考える子 ○助け合う子 ○やりぬく子
○じょうぶな子

【経営の重点】
「なりたい」を支える学校
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９日（金）、遠足を実施しました。天候に恵
まれ、気持ちよく歩くことができました。
春の遠足の目的は３つありました。１つ目は、

「長距離を歩くことで、心と体の成長につなげ
ること」、２つ目は「学年・ブロックで一緒に
活動することで、人間関係を深めること」、３
つ目は、「来年度岩内中央学園開校に向けて、
岩内西小学校と交流を図ること」です。
長い道のりを交通安全に気を付けて歩きまし

た。友達とお話したり、励まし合ったりしなが
ら歩くことで目的地に無事に着くことができま
した。
目的地では、西小学校のみなさんとレクリエ

ーションを３０分ほど行いました。じゃんけん
列車やドッヂボールなどのレクを通して、子ど
もたちの心の距離が縮まりました。お弁当の後
の自由時間も自然と交流する子どもの姿があり
ました。今年度は、また機会を設けて、西小学
校との交流を図っていく予定です。
保護者の皆様には、おいしいお弁当や持ち物

などの準備をしていただきま
した。そのおかげで子どもた
ちは楽しい１日を過ごすこと
ができました。ありがとうご
ざいました。

１３日（火）、ネットモラル教室を実施しま
した。KDDI 様より講師を迎え、１・２年生、
３～６年生に分かれて教えていただきました。
目的は２つあります。１つ目は、「インターネ
ットや SNS の危険を知り、ルールやマナーを守
り正しく安全に使用する」、２つ目は、「発信す
る情報やインターネット社会での行動に責任を
もち、相手のことを考えた情報のやりとりがで
きるようになる」ことです。
子どもたちにとってスマートフォンは身近な

ものとなり、インターネットや SNS などは、子
どもたちの日常に密接につながるようになりま
した。一方で、大きな危険やトラブルとも隣り
合わせになっています。どう関わることで、ICT
を安全に楽しく活用できるか。自分の特性・傾
向を知った上で、ルールを定め、守ることが大
切になります。講師のお話を聞きながら、自分
の場合はどのような危険があるのか？子どもた
ちは、「相手のことを考えてやりとりすること」
「時間を守って使うこと」「情
報が正しいかを確かめること」
など、どのようなルールで使
うとよいかを考えるきっかけ
となりました。

１２日（月）、防犯ブザー贈呈式を実施しま
した。防犯協会や警察署、教育委員会の方々か
ら、１年生に防犯ブザーをいただきました。知
らない人に声をかけられたときに「いかのおす
し（ついていかない、車にのらない、おお声を
出す、すぐ逃げる、おうちの人にしらせる）」
を心がけましょうと教えていただきました。
式の途中、たら丸さんとべに子さんも登場し

ました。子どもたちは大いに盛り
上がりました。
多くの方々に、子どもたちの安

全についてご配慮いただいており
ます。ありがとうございます。

８日（木）、引き渡し訓練を実施しました。
引き渡し訓練の目的は、災害や緊急事態が発生
した際に、学校にいる子どもたちをスムーズに
保護者の皆様のもとへ引き渡すことです。
当日は保護者の方々のご協力で、スムーズに

お子さんを引き渡すことができました。今回の
訓練を通じて、安全な引き渡しの流れを再確認
することができました。お忙しい中、ご理解・
ご協力をいただきました保護者の皆様、ありが
とうございました。

２０日（火）、火災を想定した避難訓練を実
施しました。目的は、落ち着いて避難しようと
する態度を育てることです。事前に「おはしも
（おさない、はしらない、しゃべらない、もど
らない）」について学級指導をしました。その
後、非常ベルが鳴り放送の指示に従って体育館
へ避難しました。体育館前の廊下は実際の火災
を想定して、消防署の方にスモークを用意して
いただきました。
消防署の方からは、「煙を吸わな

いように姿勢を低くして逃げるこ
と」を教えていただきました。

６月７日（土）、運動会を実施します。最後
の運動会となるので、子どもたちの思い出作り
に PTA 三役の皆様が中心となり、保護者と児童
の対抗競技を企画していただきました。１・２
年生は玉入れ、３年生以上は綱引きを学年毎に
行います。

PTA 種目は、各ブロックの最後に行いますの
で、次のブロックの開始時刻が遅れないように、
保護者の皆様のスムーズな参加をお願いいたし
ます。ご協力よろしくお願いいたします。
なお、綱引きは軍手が必要となりま

すので、準備の方もよろしくお願いい
たします。


